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生材含水率，容積密度数について
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琉球列島には各地にピロウ（LMsto"αｃ〃伽c"sisvar､sMMobosqBecc.）は自生し，街路樹，造園

用としても利用されている。

ピロウの分布は広く，九州南端より台湾，太平洋諸島にまでおよんでいるが，琉球においては海岸線

よりの天然林によく見受けられ，殊に久米島，与那国島，大東島などには群落をなしている処もある。

台風に強く，胸高径２０～40ｃｍ，樹高１０ｍ以上にも生育している。

葉はうちわ，かさ，幹材は丸太として小屋柱などに用いられているが，余りかえり見られていない。

近年ヤシ科植物が街路樹，造園用など年々増殖され好成績をあげているので，郷土種の代表的ピロウ

幹材について，その理学的性質を明らかにし，造園，幹材利用の基礎資料をうる目的で本実験を行なっ

た。試料が少なく充分な結果は得られなかったが，予備的報告としたい。

Ⅱ実験方法

（１）供試木原木は浦添村字前田の民家屋敷林に植栽された約４０年生，幹長２．９ｍ，胸高径２６

ｃｍ，通直，生長やや良好な代表的樹形の１本を（1962年５月14日）地上１０ｃｍの処から伐倒して供試

木とした。

（２）実験方法同日葉鞘部を除き幹材となし，Ｆｉｇ．１の通り１０ｃｍ厚さの円盤６枚をとった。

その円盤を中心よりＦｉｇ．２の通り三方向へ２ｃｍ平方の試片を作り，Ｊ1.s.Ａ1001,1002木材試験

法を準用して測定した。容積は０．５ｃｃ目盛のメスシリンダーを用いた。
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Fig.１．円盤採取図

Fig.２．試料採取図
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IⅢ実験結果

実験結果は第１表，第２表の通りである。含水率，容積密度数の分布状況をＦｉｇ．３，Fig.４に図示

した。

第１表含水率分布（％）
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第２表容積密度数分布（kg/ｍ３）
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Fig.４．容積密度数分布図Fig.３．含水率分布図

Ⅳ摘 要

含水率

（１）含水率は400～1,200(％）の高い値を示し，その差も大きい。

（２）中心部の基本組織が高く，周辺に次第に減少し，外周は中心部の１/2以下となっている。

（３）幹の上部，下部が高く，殊に上端の中心部は1,200(％）の最高値を示している。

（４）幹の中央部（1.6ｍ）は低く，上端部の１/２以下である。

（５）樹皮も上部，下部が高く，幹材と同傾向であるが，その値は材部より小である。

（６）針葉樹材の分布状熊は川､が材部が低く，辺材部へ増加しているが，ピロウは逆の状態であり，（６）針葉樹材の分布状態は心材部が低く，辺材部へ増加しているが，ピロウは逆の状態であり，そ

の値も大きい。

容積密度数

（１）含水率分布と逆の状態で，中心部の含水率の高い処が容積密度数は低い値を示し，外周へ次第

に増加している。

（２）上端，下端中心部が最小値８０kg/ｍ３，地上高１．１ｍ外周に最大値200kg/ｍ３を示している。

（３）針葉樹材においては分布状態は区々のようであるが，ピロウは中心部が小，周辺部へ次第に値

が大となっている。

（４）樹皮は関係を見い出せない。
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含水率,容積密度数を木材と比較するのは植物学上当を得ていないが,造園用,材利用の点より一般樹

木と同一用途をもっているので一応比較して見た。理学的性質について今後実験を継続していきたい。
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